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2010年度事業報告書 
 

 

2010 年度におきましては、当財団の主たる事業である助成・援助事業、国際協力事業、

ICT普及事業、コンサルティング業務に関し、以下のとおり実施いたしました。 

 

以下、当期の事業活動について報告いたします。 

 

Ⅰ 組織と運営状況 

１．組織 

(1) 役員・評議員 

役員は 10名［別紙１：役員名簿］、評議員は 14名［別紙 2：評議員名簿］です。 

(2) 審査委員・選考委員 

審査委員は 11名［別紙 3：審査委員名簿］、選考委員は 3 名［別紙 4：選考委員名簿］

です。 

(3) 会議の開催状況 

 理事会を 3 回、評議員会を 2 回、審査委員会を 1 回、選考委員会を 1 回、それぞれ

開催しました。［別紙 5：会議の開催］ 

 

Ⅱ 事業活動 

１．調査研究、助成・援助、表彰事業 

(1) 調査研究事業 

 推薦に基づく募集・選考の結果、『研究奨励金』は、別紙 6 のとおり 6 件について合

計 1,200 万円の助成を行いました。 

(2) 助成・援助事業 

①調査研究助成 

 公募による募集・審査の結果、『調査研究助成』は、43件の申請に対し、別紙 7 のと

おり 8 件につき合計 2,126 万円の助成を行いました。 

②国際会議開催助成 

 公募による募集・審査の結果、『国際会議開催助成』は、13件の申請に対し、別紙 8

のとおり 8 件につき合計 800万円の助成を行いました。 
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③社会的・文化的諸活動助成 

 公募による募集・審査の結果、『社会的・文化的諸活動助成』は、32件の申請に対し、

別紙 9 のとおり 10件につき合計 800万円の助成を行いました。 

④外国人留学生助成 

 情報通信関連の研究を進めている大学に推薦を依頼し、117名の候補から別紙 10 の

とおり 10名（理系 6 名、文系 4 名）を選考し、合計 1,800 万円の助成を行いました。 

⑤自主企画型助成 

1)青尐年夏休み科学実験教室 

 8 月上旬、次の 3 大学に於いて中学生・高校生を対象として実施された実験プログ

ラムに対して助成を行いました。 

◎東北大学（たのしいサイエンス・サマースクール／中学生 43名）200万円 

◎名古屋大学（テクノフロンティアセミナー／高校生 21名）130万円 

◎九州大学（中学生の科学実験教室／中学生 67名）200万円 

 

2)著書出版・海外学会等参加助成 

情報通信の制度・政策の研究に関する著書出版・海外学会等参加への助成について、

情報通信に係る論文誌（Nextcom）の監修委員会での審査・選考の結果、別紙 11のと

おり 2 件につき、合計 400万円を、海外学会への参加について、別紙 12 のとおり１

件につき、25万円の助成をそれぞれ行いました。 

(3) 表彰事業 

 当財団の助成／奨励金を受けて実施された研究のうち、特に成果が顕著なものを表

彰するこの事業では、8 件の応募に対し、別紙 13 のとおり 2 件に優秀研究賞（賞金各

50万円）の贈呈を行いました。 

(4) 機関誌の発行 

 財団の事業内容および活動状況を広く周知・宣伝するため、機関誌『KDDI Foundation』

第 2 号を 4 月に発行し、大学・研究機関および各地の国際交流協会等に宛て、合計約

1,500 部を配布しました。 

 

(5) その他（義援金の拠出） 

 3月 11日に発生した東日本大震災の被災地復興への義援金として、総額 115万円を、

日本赤十字社を通じて拠出しました。 
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【参考】 

2

KDDI (

 

２．国際協力事業 

 

(1) 国際開発援助機関等と連携した国際協力活動 

 

①海外研修 

開発途上国における電気通信の改善･拡充を担う人材育成のために、国際機関開発計画

に基づき３つの APT個別研修（「ブロードバンドアクセスネットワーク（FTTHと WiMAX）

コース」、「モバイル通信技術コース」、「ブロードバンド通信のための情報セキュリティ

構築コース」）を実施しました。また、2006年度に設立した「国際協力活動基金」によ

る冠研修（「モバイル通信サービス」）を実施しました。 

年間では、4 コースを実施し、延べ 37ヶ国から 43名の研修生を受け入れ、延べ 43日

間の研修を実施しました。［別紙 14：2010年度海外研修業務の実施状況］ 

 

②国際会議への参加 

先進技術・サービスの途上国における円滑な導入を支援することを目的に、ITU- D（国

際電気通信連合 開発部門）、APT（アジア・太平洋電気通信共同体）等の国際会議に出

席し、日本での最新通信技術・サービス動向や途上国に適した通信技術の紹介を行いま

した。 
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③デジタルデバイド解消パイロットプロジェクト 

「デジタルデバイドの解消」に貢献するため、ICT 技術者の人材育成・交流と情報通

信技術展開のためのパイロットプロジェクトを途上国と連携し APT（アジア・太平洋通

信共同体）に提案しました。2010年度は、マーシャル諸島とカンボジアにおける 2 件の

提案が採択され、APTプログラムの枠組みの中で同機関より資金援助を得て実施し、成

果をあげました。［別紙 15：デジタルデバイド解消パイロットプロジェクトの実施状況］ 

 

(2) 自己資金による国際協力活動 

 

①チャリティコンサート 

財団活動のひとつの柱である「国際協力・途上国支援」の一環として、通算 7 回目と

なる「チャリティ コンサート クラシック 2011（2011 年 2 月 9 日、紀尾井ホール）」を

開催しました。このコンサートからの収益金は、前回同様、NGO「Japan Relief for 

Cambodia」に寄附し、第 7 校目となるカンボジア学校建設に活用していく予定です。［別

紙 16：チャリティコンサートの実施状況］ 

 

②カンボジアにおける学校建設 

第 6 回チャリティ コンサート（2010年 2 月 22日、紀尾井ホール）からの収益金に KDDI

からの協賛金、その他寄付金を加え、総額 385万円を、NGO「Japan Relief for Cambodia 」

に寄付しました。同 NGOはこの資金を原資としてカンボジアのルーラル地域に同国第 6

番目となる KDDI学校を建設しました。学校は、ベトナム国境近くのスバイリエン州チ

ューティール村に位置し、「チューティール KDDI学校」と命名され、2011年 4 月 25 日

に開校式が行われました。 

当財団では学校校舎の建設のみならず、インターネット用小型衛星通信装置（VSAT）

ならびに自家発電設備を設置するとともに英語/ パソコン教師を派遣し、この学校へ通

学する約 240名の生徒たちへの ICT 教育環境も整えました。［別紙 17：カンボジアにお

ける学校建設の実施状況］ 

 

③NPO支援 

国際協力活動を幅広く展開する NPOの活動支援を目的に、2006年度に設立した「国際

協力活動基金」を活用して通信インフラ（ウェブサーバなど）運用の資金ならびに技術

支援を継続実施しました。2010年度は、2 団体への支援を実施しました。支援先と、そ

の内容は以下のとおりです。 
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1)ジャパン・プラットフォーム(WEB､DNS) 

 

2)レインボー・ブリッジ・プロジェクト(WEB) 

 

３．ICT普及事業 

 

2010年度は、前年度に引き続き「MCPCモバイルシステム技術検定試験（注）対策講習会」

を春、秋の計2回実施しました。また、個別企業向けにも講習会を実施しました。2010年度

は、検定試験対策のみならず、モバイルシステム技術に関する企業内の技術知識レベル向

上を目的とした講習会も実施する等、ICT普及活動のより一層の内容拡充を図っています。 

延べ受講者数は、春の一般向け 143 名、個別講習 73 名、秋の一般向け 114 名、個別講習

81名となり、年間受講者数は合計 411名でした。［別紙 18：ICT普及業務の実施状況］ 

 

（注） MCPCモバイルシステム技術検定試験とは、MCPC（モバイルコンピューティング推進コンソーシ

アム:  通信キャリア、コンピュータハードメーカ・ソフトメーカ、システムインテグレータなど

モバイルコンピューティングに関連する企業 173社で構成）が主催する業界標準となる技術検定

制度です。 

 

４．技術業務 

 

 (1) 海外に於けるコンサルティング 

 

ODAに基づく開発途上国向けプロジェクトは、前年度からの継続案件（2 件）をベト

ナム国およびカンボジア国において実施し、2 件とも次年度へ継続となりました。［別

紙 19：海外コンサルティング業務の実施状況］ 

 

(2) 国内に於けるコンサルティング 

 

「IPSTAR衛星の日本における電波免許取得」に関する民間会社からの案件を1件、およ

び、「衛星通信に関わる設計支援」に関する民間会社からの案件を1件実施し、2件とも

次年度へ継続となりました。 

 

 

 

以 上 
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別紙 1 

役 員  名  簿 

（敬称略・理事は五十音順） 

（2011年 3 月 31日現在） 

財団役職 氏 名 所属・職位 

理事長 

専務理事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

監 事 

伊藤 泰彦 

赤澤 秀樹 

江崎 浩 

大山 俊介 

佐々木 かをり 

土佐 和生 

中村 伊知哉 

野原 佐和子 

樋口 泰行 

松永 幸廣 

KDDI株式会社 顧問 

 

東京大学大学院情報理工学研究科 教授 

KDDI株式会社 執行役員 

株式会社イー・ウーマン 代表取締役社長 

甲单大学法科大学院 教授 

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 教授 

株式会社イプシ・マーケティング研究所 社長 

日本マイクロソフト株式会社 代表執行役社長 

京都監査法人 マネージング・パートナー 公認会計士 
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別紙 2 

評  議  員  名  簿 

（敬称略・五十音順） 

（2011年 3 月 31日現在） 

氏 名 所属・職位 

有冨 寛一郎 

氏家 純一 

内海 善雄 

岡 素之 

沖原 隆宗 

小野寺 正 

角川 歴彦 

金子 郁容 

姜 尚中 

草野 耕一 

菅谷 実 

土井 美和子 

永井 研二 

林 敏彦 

KDDI株式会社 代表取締役副会長 

野村ホールディングス株式会社 取締役会長 

株式会社トヨタ IT 開発センター 最高顧問 

住友商事株式会社 代表取締役会長 

株式会社三菱 UFJフィナンシャルグループ 代表取締役会長 

KDDI株式会社 代表取締役会長 

株式会社角川グループホールディングス 代表取締役会長兼 C.E.O. 

慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科 教授 

東京大学情報学環 教授 

西村あさひ法律事務所 代表パートナー 弁護士 

慶應義塾大学メディア・コミュニケーション研究所 教授 

株式会社東芝 研究開発センター 首席技監 

日本放送協会 専務理事技師長 

同志社大学大学院総合政策科学研究科 教授 
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別紙 3 

審査委員名簿 

（敬称略・委員は五十音順） 

 

（2011年 3 月 31日現在） 

氏名 所属・職位 専門分野 

委員長 

佐藤 亨 

委  員 

秋葉 重幸  

川又 政征  

喜連川 優  

佐藤 治正 

田中 秀幸 

東条 続紀 

東條 吉純  

中村 功  

馬場 俊彦 

森田 啓義  

 

京都大学大学院情報学研究科 教授 

 

KDDI株式会社 執行役員 

東北大学大学院工学研究科 教授 

東京大学生産技術研究所 教授 

甲单大学マネジメント創造学部 教授 

東京大学大学院 情報学環・学際情報学府 教授 

株式会社 KDDI総研 代表取締役社長 

立教大学法学部 教授 

東洋大学社会学部 教授 

横浜国立大学工学研究院 教授 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 教授 

 

電波応用光学 

 

 

ディジタル信号処理 

データ工学 

政府規制の経済学 

インターネットサービス 

 

国際経済法、経済法 

社会心理学 

応用光学、電子デバイス 

情報データ解析 
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別紙 4 

選考委員名簿 

（敬称略・委員は五十音順） 

 

（2011年 3 月 31日現在） 

氏名 所属・職位 専門分野 

委員長 

 安田 豊 

委員 

 小澤 太郎 

 佐藤 誠 

 

KDDI株式会社 執行役員 

 

慶應義塾大学総合政策学部 教授 

東京工業大学精密工学研究所 教授 

 

 

 

公共選択論、情報通信経済論 

ヒューマンインターフェイス、VRコン

ピュータビジョン 
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別紙 5 

会議の開催状況 

 

１．理事会 

 

回数 開催年月日 議案・報告事項 

第 3 回 2010年 6 月 29日 （議案） 

１．2009年度事業報告 

２．2009年度決算報告 

３．2010年度研究奨励金の対象 

４．資産運用管理規程の改定 

５．評議員の委嘱 

６．審査委員、選考委員の委嘱 

（報告） 

 １．役員の改選および理事長・専務理事の選出の予定 

 ２．財団が保有する日本航空債の現状 

第 4 回 2010年 6 月 30日 （議案） 

１．理事長および専務理事の選出 

第 5 回 2011年 3 月 8 日 （議案） 

１．助成・援助事業特別基金の取り崩し 

２．国際協力活動特別基金の一部取り崩し 

３．2011年度事業計画 

４．2011年度収支予算 

５．2010年度助成・援助の対象および対象者 

６．公益法人制度改革への対応 

７．選考委員会の廃止と審査委員の委嘱 

（報告） 

１．財団保有の日本航空社債に係る処理 

２．理事の辞任と選任 

 

２．評議員会 

 

回数 開催年月日 議案・報告事項 

第 3 回 2010年 6 月 30日 （議案） 

１．2009年度事業報告 

２．2009年度決算報告 

３．役員の選任 

（報告） 

１．2010年度研究奨励金の決定 

２．資産運用管理規程の改定 

３．評議員の委嘱 

４．審査委員、選考委員の委嘱 

５．財団が保有する日本航空債の現状 

第 4 回 2011年 3 月 9 日 （議案） 

１．2011年度事業計画 

２．2011年度収支予算 

３．公益法人制度改革への対応 
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４．理事の選任 

（報告） 

１．助成・援助特別基金の取り崩し 

２．国際協力活動特別基金の一部取り崩し 

３．2010年度助成・援助の対象および対象者 

４．財団保有の日本航空社債に係る処理 

５．選考委員会の廃止と審査委員の委嘱 

 

 

３．審査委員会 

 

開催年月日 議案・報告事項 

2010年 11月 17日 （議題） 

１．優秀研究賞の審議 

２．助成・援助の審査 

 

 

４．選考委員会 

 

開催年月日 議案・報告事項 

2010年 5 月 20日 （議題） 

１．研究奨励金の選考 
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別紙 6 

研究奨励金 

金額卖位：千円 

研究課題名 代表研究者 
研究 

期間 
贈呈額 

情報共有端末の利活用が医療介護連携に与え

る効果 

慶応義塾大学 

総合政策学部 

  

准教授 秋山 美紀 

2010.7.1～

2013.6.30 

３年 

2,500 

電気通信事業における「競争評価」の再検討 

名古屋大学大学院 

法学研究科 

 

准教授 林 秀弥 

2010.7.1～

2011.12.31 

１年 

６カ月 

1,000 

多層石英導波路による超小型波長選択スイッ

チ 

慶応義塾大学 

理工学部電子工学科 

 

教授 津田 裕之 

2010.7.1～

2013.6.30 

３年 

2,000 

動的輝度補正技術を用いた映像投影による複

合現実環境の実現 

電気通信大学 

 

准教授 橋本 直己 

2010.7.1～

2012.6.30 

２年 

2,500 

言語情報間の論理関係の自動推論による言論

空間の可視化 

東北大学大学院 

情報科学研究科 

 

教授 乾 健太郎 

2010.7.1～

2013.6.30 

３年 

2,500 

ハイブリッド無線アクセスネットワークにお

けるワイヤレスエージェントに関する研究 

大阪大学 

工学研究科 

 

准教授 塚本 勝俊 

2010.7.1～

2013.6.30 

３年 

1,500 

合計  6件 12,000 
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別紙 7 

調査研究助成 

金額卖位：千円 

研究課題名 調査研究代表者 期間 助成額 

カーネル学習と超高分解能ビーム

フォーマ法 

新潟大学 

電気情報工学専攻 

准教授 湯川 正裕 

2011.4.1～ 

2014.3.31 

３年間 

2,670 

操作に対する習熟不要のジェスチ

ャ情報端末 

筑波大学大学院 

システム情報工学研究科 

知能機能システム専攻 

教授 星野 聖 

2011.4.1～ 

2013.3.31 

２年間 

1,796 

遠隔医療における法制度の限界と

その対策 

東海大学 

医学部 

教授 中島 功 

2011.4.1～ 

2012.9.30 

１年６ヵ月 

2,586 

情報通信技術を用いた BOP対象のソ

ーシャルビジネス基盤構築に関す

る研究 

九州大学 

システム LSI 研究センター 

学術研究員 大杉 卓三 

2011.4.1～ 

2013.3.31 

２年間 

2,680 

超高密度光通信用 CWテラヘルツ光

源 

東北大学大学院 

工学研究科 

知能デバイス材料学専攻 

教授 小山 裕 

2011.4.1～ 

2013.3.31 

２年間 

3,000 

協調分散アンテナネットワークに

おける周波数領域適応アンテナア

レーの研究 

東北大学 

工学部工学研究科 

助教 彭 薇 

2011.4.1～ 

2014.3.31 

３年間 

2,990 

ヘルスケアのための生体信号解析

ネットワーク 

東京大学 

新領域創生科学研究科 

人間環境学専攻 

講師 小谷 潔 

2011.4.1～ 

2013.3.31 

２年間 

3,000 

若者のオンライン行動に関する日

英比較研究 

明治大学 

商学部 

教授 村田 潔 

2011.4.1～ 

2012.6.30 

１年３ヵ月 

2,538 

合計  8 件 21,260 
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別紙 8 

国際会議開催助成 

金額卖位：千円 

会議名称 主催団体 開催時期 助成額 

海中改訂工学に関する国際会議 

海底ケーブルの科学利用に関す

る国際会議 

東京大学生産技術研究所 

東京大学地震研究 

IEEE/OES、IEEE/OES Japan 

Chapter 

海洋研究開発機構 

2011.4.5～4.8 1,000 

低消費電力エレクトロニクスと

その設計に関する国際会議 

IEEE Circuits and Systems 

Society,  

ACM Special Interest Group 

on Design Automation  

2011.8.1～8.3 1,000 

第 11 回ピーツーピー・コンピュ

ーティング国際会議実行委員会 

IEEE 

Communication Society 
2011.8.31～9.4 1,000 

第６回コグニティブ無線に基づ

くネットワークおよび通信に関

する国際会議 

Institute for computer 

sciences, 

social - informatics  

 and telecommunications 

engineering (ICST)  

2011.6.1～6.3 1,000 

ソフトウェアプロセス・プロダク

ト計測国際会議 

奈良先端科学技術大学院大

学 
2011.11.1～11.4 1,000 

音響・音声・信号処理に関する国

際会議 2012年 

IEEE Signal Processing 

Society  
2012.3.25～3.30 1,000 

地球科学・リモートセンシング国

際シンポジウム 

IEEE Geoscience Remote 

Sensing Society  
2011.7.31～8.5 1,000 

離 散 ア ル ゴ リ ズ ム に 関 す る

ACM- SIAMシンポジウム 

米国計算機学会 

米国応用数理学会 
2012.1.16～1.19 1,000 

合計  8 件 8,000 
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別紙 9 

社会的・文化的諸活動 

金額卖位：千円 

活動の名称 主催団体 実施時期・場所 助成額 

アジア太平洋の先住民族の文化・資源

管理法を記録した映像アーカイブ作成

と教材の普及 

特定非営利活動法人 

アジア太平洋資料セン

ター（PARC) 

2011.4.1 

～2012.3.31 

東京 

875 

ミャンマー聴覚障害児学校( ろう学校)

教員への補聴システム技術支援プロジ

ェクト 

特定非営利活動法人 

NPOアジアマインド 

2011.4.1 

～2012.3.31 

ミャンマー 

875 

私たちでつくる歌で覚える日本語教材

－在住外国人と日本のこどもたちによ

る共同製作 

CANTA PROJECT 

2011.4.1 

～2012.5.31 

群馬 

875 

UNHCR国連難民高等弁務官事務所アー

カイブのデータベース作成業務ボラン

ティア 

国際資料研究所 

2011.7.1 

～2012.4.30 

スイス、日本  

863 

日タイ協働による 「日本に暮らすタ

イにつながりを持つ児童・生徒への母

語支援」  

日タイを言葉で結ぶ会 

ラックパーサータイ（Ｒ

ＰＴ)  

2011.4.1 

～2012.3.31 

横浜、タイ 

805 

朊友会リユニオンの旅ー私の日本夢旅

行 

特定非営利活動法人 

日中児童の友好交流後

援会 

2011.4.1 

～2012.3.30 

東京、中国 

788 

多文化共生をめざす多言語メディアの

制作と普及～ラテンアメリカの文化交

流にむけて 

特定非営利活動法人 

おおた市民活動推進機

構 

2011.4.1 

～2012.3.31 

東京、グアテマラ 

788 

情報通信を用いた日本とカンボジアの

国際理解の促進とカンボジア国内の日

本語教育向上 

特定非営利団体 

海外日本語学校支援 NPO 

2011.6.1 

～2011.11.30 

カンボジア、山形、

宮城 

753 

『世界をつなぎ、親子の心をつなぐオ

ノマトペ遊び』 インターネット電子ブ

ック出版事業 

特定非営利活動法人 

電子メディアと知識の

箱デジコム 

2011. 4.1  

～2012.6.30 

東京 

725 

第一回「世界の若者サミットー世界市

民になるためのよりよい未来を求め

て」 

特定非営利活動法人 

国際教育文化交流協会 

2011.4.1 

～2012.3.31 

兵庫、大阪、タイ 

656 

合計  10件 8,003 
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別紙 10 

外国人留学生助成 

 

金額卖位：千円 

研究課題名 所属・氏名 国籍 
助成 
月数 

助成 
月額 

次世代動画像符号化およびその応
用に向けた高画質低演算量動画圧
縮アルゴリズムの実現 

早稲田大学大学院 
情報生産システム研究科 
蘇 佳 Su Jia  

中国 12 150 

Wireless Sensor Network Design 
and Operations   

東京大学大学院 
工学系研究科 
景 輝 Jing Hui  

中国 12 150 

電子商取引と定式分配法の検討   
東京大学大学院 
法学政治学研究科 
Udomsuvannakul Panupan  

タイ 12 150 

スーダンの視覚障害者の高等教育
機関における支援モデルの作成と
アクセシビリティについて 

筑波大学大学院 
人間総合科学研究科 
Bilal  Salih Elser  
Hisham 

スーダン 12 150 

Liberalization o f  
Telecommunications Service 
Market in Vietnam: Toward Full 
Implementation of Vietnam's WTO 
communications 

名古屋大学大学院 
国際開発研究科 
Dang Minh Chau 

ベトナム 12 150 

Efficient, failure - resilient 
semantic web service planning   

東京大学大学院 
情報理工学系研究科 
Wagner Florian Stefan  

ドイツ 12 150 

Development of 60 GHz CMOS Power 
Amplifier  

東京工業大学大学院 
総合理工学研究科 
物理電子システム創造専攻 
Kimurarsi Hamid 

イラン 12 150 

An Annotated Linguistic 
Pre- processing System for Casual 
English (Natural Language 
Processing)  

北海道大学大学院 
情報科学研究科 
Clark Eleanor Frances 
Margaret 

英国 12 150 

Innovative Business Model 
approach for maximizing 
E- Commerce related Business 
Opportunities in Sri Lanka  

一橋大学大学院 
国際企業戦略研究科 
Dahanayakege Aruna 

スリランカ 12 150 

情報化社会における電子ガバナン
スによる政府行政組織の内部改造、
電子官僚制度(Electronic 
Bureaucracy)及び、政府行政組織の
外部における各政府利益関係者の
関係の変化 

慶応義塾大学大学院 
法学研究科 
銭 子易 
Qian Ziyi  

中国 12 150 

合計   10件 18,000 
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別紙 11 

著書出版助成 

金額卖位：千円 

出版物名 執筆者 出版時期 助成額 

情報セキュリティの価値と評価－ユーザーが考

える個人情報の値段 

 

早稲田大学 アジア太平

洋研究センター 

特別研究員 櫻井 直子 

2011年12月 2, 000 

企業結合規制－独占禁止法における競争評価の

理論 

名古屋大学大学院 

法学研究科 

准教授 林 秀弥 

2011年8月 2,000 

合計  2件 4,000 

 

 

別紙 12 

海外学会参加助成 

金額卖位：千円 

参加学会名 参加者 開催期間 助成額 

PTC（Pacific  Telecommunication Council ） 

慶應義塾大学                         

メディアコミュニケーシ

ョン研究所             

金 美林 

 

2011. 1.1 6～

2011. 1. 19 

３年 

250 

合計  1件 250 

 



 - 18 - 

別紙 13 

優秀研究賞 

 

金額卖位：千円 

研究課題名 研究代表者 表彰額 

オーバーレイネットワークにおける 

自律分散型トラフィック制御機構 

京都大学大学院 

情報学研究科 

准教授 笠原 正治 

500 

電波曝露による生体内電力吸収と温度上昇 

名古屋工業大学大学院 

工学研究科つくり領域 

准教授 平田 晃正 

500 

合計 2 件 1, 000 
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別紙 14 

海外研修業務の実施状況 

 

 

 契 約 先 コ  ー  ス  名 参加国数／人数 期        間 

個 

 

別 

 

研 

 

修 

総務省 

(APT計画 J1)  

ブロードバンドアクセ

スネットワーク（FTTHと

WiMAX） 

11カ国／11名 

（APT加盟国） 

2010年 9 月 7 日 

～9 月 17日 

モバイル通信技術 
8 カ国／11名 

（APT加盟国） 

2010年 10月 19日 

～10月 29日 

ブロードバンド通信の

ための情報セキュリテ

ィ構築 

10カ国／10名 

（APT加盟国） 

2011年 1 月 19日 

～1 月 28日 

その

他 

国際協力活動 

基金からの 

拠出による 

自主研修 

モバイル通信サービス 

8 カ国／11名 

(APT加盟国 

賛助会員)  

2011年 3 月 1 日 

～ 3 月 11日 
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別紙 15 

デジタルデバイド解消パイロットプロジェクトの実施状況 

 

実施国  概 要 

マーシャル

諸島 

件名 
継続可能でエコ- フレンドリーな ICTテレセンターを通じた 

生計の機会創出と文化保護 

実施期間 2010年 5 月 ～ 12月 

実施場所 マジュロ環礁、メジット島 

メンバー 

マーシャル諸島：運輸・通信省、教育省、保健省、 

国家通信局（National Telecommunication Authority: NTA ） 他 

日本：KDDI財団/ KDDI株式会社 他 

実施概要 

現在、メジット島と首都マジュロ間は短波無線による音声通話のみ

であり、通信の高度化が切望されている。2011年度の APT提案に向

けて、現地利害関係者から要望をヒアリングし、最適な通信システ

ムの選定、および持続性についての検討を行った。 

具体的には日本からフェムトセルと衛星（VSAT）通信の機器を持ち

込み、現地からの同組み合わせによる通信接続状況をテストし、良

好に利用可能であることを確認した。また、アプリケーション選定

および通信システム構築に向けた現地調査を行った。 

カンボジア 

件名 
カンダール州ルーラル地域における遠隔教育と遠隔健康管理用 

既存ネットワークへの管理システムの適用と人材育成 

実施期間 2010年 3 月 ～ 2011年 2 月 

実施場所 プノンペン、カンダール州アンスノール地区 

メンバー 

カンボジア：郵電省、カンダール州政府、テレコムカンボジア、王

立プノンペン大学、 

シアヌーク病院、アンスノール地区の診療所（７）、小中学校（２） 

日本：KDDI財団、早稲田大学 

実施概要 

障害機器（パソコンおよび周辺機器）全数の置換、不具合無線 LAN

機器の置換と設定、見通しが確保できないサイトのアンテナ高アッ

プ工事を実施した。プノンペン大学 社会学部キャンパスへの無線

LANリンク拡大、郵電省とテレコムカンボジア間の無線 LAN(54Mbps)

化、インターネットの速度増強を行った。 

網管理システム（NMS：Network Management System)を導入・設定し

た。 
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別紙 16 

チャリティコンサートの実施状況 

 

 概 要 

目的 

チャリティのためのクラシックコンサートを開催し、KDDI財団の名称とその

活動を広く一般に知らしめるとともに、チャリティとして集めた資金をもっ

て途上国（カンボジア）に学校を寄贈する。 

日時 2011年 2 月 9 日（水）19：00開演 

会場 紀尾井ホール（千代田区紀尾井町） 

出演者 
有希 マヌエラ ヤンケ（ヴァイオリン）、三谷 温（ピアノ）、 

萩原理恵（ソプラノ）、星出 豊（指揮）／アップビート・カンパニー 

曲目 

モーツァルト／ピアノ協奏曲第 12番、ヴァイオリン協奏曲第 2 番 

歌劇「フィガロの結婚」からアリア、歌劇「ドン・ジョバンニ」からアリア、 

サンサーンス／序奏とロンド・カプリチオーソ 

「動物の謝肉祭」 

協賛等 
協賛：KDDI株式会社 

後援：カンボジア王国大使館、(NGO)Japan Relief for Cambodia  

来場者数 約 650名 

収益金の使途 
収入約 385万円は、NGO Japan Relief for Cambodia に寄付。この資金を 

もって、カンボジア ルーラル地域に学校舎 1 棟を建設する。 

 

 

 

別紙 17 

カンボジアにおける学校建設の実施状況 

 

 概 要 

学校名 The Chheu Teal KDDI School(チューティール KDDIスクール)  

所在地 カンボジア スバイリエン州 チューティール村 

教室数 5 教室 

その他の設備 パソコン、インターネット接続用の小型衛星通信装置、自家発電装置 

生徒数 約 240名 

開校式 2011年 4 月 25日 
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別紙 18 

ICT普及業務の実施状況 

（MCPCモバイルシステム技術検定試験対策講習会） 

 

 

 種別 コ  ー  ス  名 
参加人数 

（延べ数） 
実施日 

春 

 

期 

一般 

MCPCモバイルシステム技術検

定１級試験対策講習会 
103名 

2010年 5 月 16日（日） 

5 月 22日（土） 

5 月 23日（日） 

MCPCモバイルシステム技術検

定２級試験対策講習会 
40名 

2010年 5 月 29日（土） 

5 月 30日（日） 

個別 

MCPCモバイルシステム技術検

定２級試験対策講習会 
60名 

2010年 5 月 13日（木） 

5 月 14日（金） 

SMC対策講習会 13名 2010年 6 月 24日（木） 

秋 

 

期 

一般 

MCPCモバイルシステム技術検

定１級試験対策講習会 
77名 

2010年 10月 17日（日） 

10月 23日（土） 

10月 24日（日） 

MCPCモバイルシステム技術検

定２級試験対策講習会 
37名 

2010年 10月 30日（土） 

10月 31日（日） 

個別 

MCPCモバイルシステム技術検

定２級試験対策講習会 
33名 

2010年 10月 5 日（火） 

10月 6 日（水） 

MCPCモバイルシステム技術検

定２級相当技術講習会 
48名 

2011年 2 月 2 日（水） 

2 月 4 日（金） 

2 月 23日（水） 

3 月 11日（金） 
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別紙 19 

海外コンサルティング業務の実施状況 

 

a. ベトナム国单北海底光ケ

ーブル敷設計画（円借款） 

 

交換公文締結日 

2003年 3 月 31日 

契約締結日 

2004年 11月 24日 

2004年度に、（財）海外通信放送コンサルティング協力（JTEC）

と共同で、ベトナム郵便通信公社（VNPT）とコンサルティング

業務を契約した。ベトナム政府による、製造業者選定のための

国際競争入札提案書評価報告書の承認作業が実施された。本件

は、2011年度へ継続される。 

b. カンボジア国メコン地域

通信基幹ネットワーク整

備事業（円借款） 

 

交換公文締結日 

2005年 3 月 25日 

契約締結日 

2007年 8 月 31日 

2007年度に、株式会社アイエスインターナショナルと共同で、

カンボジアテレコム(TC）とコンサルティング業務を契約した。

入 札 開 始 の 条 件 と な っ て い る 通 信 規 制 機 関 （ Telecom 

Regulator of Cambodia: TRC）の設立が未了なため、入札が保

留されている。本件は、2011年度へ継続される。 

 

 

 


